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夏祭りあれこれ
ご存じですかファミリーサポート
農業委員40人が当選

安曇野日和
インタビュー 有賀元彦さん
生涯学習だより
健康と福祉

6/10 NHKのど自慢予選会場（穂高会館）にて6/10 NHKのど自慢予選会場（穂高会館）にて



　
６
月
11
日
︵
日
︶
�
﹁
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ど

自
慢
﹂
の
公
開
生
放
送
を
迎
え
る
朝
�

穂
高
会
館
前
に
は
�
開
場
を
待
つ
観

客
の
長
い
列
が
で
き
て
い
ま
す
�

　
朝
方
は
少
し
雨
も
降
�
た
と
い
う

中
�
会
場
一
番
乗
り
を
し
た
人
は
�

午
前
４
時
30
分
に
並
ん
だ
と
い
う
穂

高
在
住
の
女
性
︵
58
︶
�
﹁
勤
め
先
の

松
本
か
ら
直
行
し
て
会
場
に
来
ま
し

た
�
歌
が
う
ま
い
だ
け
で
な
く
�
い

ろ
い
ろ
な
人
が
出
る
の
が
�
の
ど
自

慢
の
魅
力
�
楽
し
い
人
や
歌
う
こ
と

が
好
き
な
人
の
登
場
を
期
待
し
て
い

ま
す
﹂
と
笑
顔
で
話
し
ま
す
�

　
矢
島
有
紀
子
さ
ん
︵
28
︶
は
�
本
選

に
出
場
す
る
古
屋
八
重
子
さ
ん
︵
48
︶

の
孫
と
と
も
に
�
応
援
に
駆
け
付
け
�

﹁
母
は
昨
日
�
一
睡
も
で
き
な
か
�

た
よ
う
で
す
�
孫
た
ち
も
お
ば
あ
ち

�
ん
の
歌
が
頭
の
中
で
ず
�
と
流
れ

て
い
る
よ
う
で
す
﹂
と
本
番
前
夜
を

振
り
返
�
て
く
れ
ま
し
た
�
今
日
の

応
援
に
備
え
�
孫
の
宏
大
く
ん
︵
9
︶

は
昨
夜
�
お
母
さ
ん
と
一
緒
に
�
手
作

り
の
横
断
幕
を
用
意
し
た
そ
う
で
す
�

　
開
場
時
間
は
午
前
11
時
�
あ
と
数

時
間
で
�
お
ば
あ
ち
�
ん
の
歌
を
聞

く
こ
と
が
で
き
ま
す
�

　
本
選
に
出
場
し
た
三
郷
の
原
田
春

美
さ
ん
︵
87
︶
は
�
﹁
の
ど
自
慢
は
毎

週
楽
し
み
に
見
て
い
て
�
ニ
�
�
ス

で
安
曇
野
に
来
る
と
知
�
た
と
き
�

す
ぐ
申
し
込
み
を
決
め
た
﹂
と
話
す

と
て
も
元
気
な
お
じ
い
さ
ん
�
出
場

者
の
中
で
は
最
年
長
だ
�
た
原
田

さ
ん
は
�
リ
ハ
�
サ
ル
や
打
ち
合
わ

せ
の
席
で
も
�
動
じ
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
�

　
本
選
の
ス
テ
�
ジ
に
立
つ
に
は
�

８
４
５
組
の
応
募
か
ら
抽
選
で
選
ば
れ
�

さ
ら
に
�
２
５
０
人
が
出
場
す
る
予

選
会
で
勝
ち
抜
く
必
要
が
あ
り
ま
す
�

﹁
若
い
頃
か
ら
歌
が
好
き
で
�
今
も

福
祉
セ
ン
タ
�
で
歌
う
の
が
日
ご
ろ

の
楽
し
み
に
な
�
て
い
ま
す
�
歌
は

自
分
に
と
�
て
人
生
の
楽
し
み
﹂
�
歌

に
対
す
る
純
粋
な
気
持
ち
が
原
田
さ

ん
の
表
情
か
ら
伝
わ
�
て
き
ま
し
た
�

会場の外は長い列。ほとんどが自由席のため、どの席に座るかは早い者勝ちとなる

のど自慢な一日
１９４６年から放送されている

ＮＨＫの長寿歌番組「のど自慢」が安曇野にやってきました

当日の県内の視聴率は21％。市の誕生をアピールし

この地域に「元気」をもたらしてくれました

イベントの様子をカメラで追いました

Photo�snap

午
前
４
時
30
分

選
考
は
﹁
狭
き
門
﹂

イベントが始まる前の会場は整然とした雰囲気。この日のために総勢200人余りの
スタッフが準備などにかかわっている

「３度のごはんより歌が好き」と話す原田さん。緊張した様子はほとんどない。
本番のステージでも絶好調！



Photo�snap のど自慢な一日

　
開
場
の
時
間
に
な
る
と
�
会
場
に

１
�６
０
０
人
の
観
客
が
少
し
ず
つ
入

り
始
め
ま
す
�先
ほ
ど
並
ん
で
い
た
矢

島
さ
ん
も
﹁
ま
ご
10
人
応
援
し
て
る
﹂

と
書
か
れ
た
横
断
幕
を
�ス
テ
�
ジ
か

ら
よ
く
見
え
る
２
階
席
に
貼
り
付
け

ま
し
た
�

　
ス
テ
�
ジ
で
は
�ス
タ
�
フ
に
よ
る

説
明
が
行
わ
れ
�引
き
続
き
司
会
の
宮

本
隆
治
ア
ナ
ウ
ン
サ
�
が
登
場
�自
ら

が
体
験
し
た
巡
回
先
で
の
さ
ま
ざ
ま

な
エ
ピ
ソ
�
ド
を
紹
介
し
て
い
く
と
�

会
場
は
笑
い
声
に
包
ま
れ
�一
気
に
和

や
か
な
ム
�
ド
に
︱
�

　
そ
し
て
�
午
後
零
時
15
分
�
お
な
じ

み
の
テ
�
マ
曲
が
流
れ
�い
よ
い
よ
公

開
生
放
送
が
始
ま
り
ま
す
�会
場
が
拍

手
に
包
ま
れ
る
中
�宮
本
ア
ナ
ウ
ン
サ

�
は
ゲ
ス
ト
の
2
組
を
紹
介
�こ
の
日

の
ゲ
ス
ト
は
�都
は
る
み
さ
ん
と
狩
人

の
お
二
人
�
都
は
る
み
さ
ん
は
�
１
９

８
０
年
に
穂
高
町
民
会
館
︵
現
・
穂
高

会
館
︶の
落
成
式
の
記
念
イ
ベ
ン
ト
の

と
き
に
も
こ
こ
を
訪
れ
て
い
ま
す
�

　
ま
ず
は
�ゲ
ス
ト
と
宮
本
ア
ナ
ウ
ン

サ
�
が
�安
曇
野
市
の
風
景
映
像
を
見

な
が
ら
合
併
の
経
緯
や
特
産
品
な
ど

を
紹
介
�
そ
し
て
�
い
よ
い
よ
20
組
の

出
演
者
に
よ
る
�自
慢
の
歌
声
と
パ
フ

�
�
マ
ン
ス
が
披
露
さ
れ
て
い
き
ま
す
�

　
古
屋
さ
ん
の
順
番
に
な
る
と
家
族

か
ら
は
大
き
な
声
援
�孫
10
人
の
声
援

を
受
け
�堂
々
と﹁
地
上
の
星
﹂を
歌
い

ま
す
�
三
郷
の
原
田
さ
ん
は
�
本
番
に

な
�
て
も
緊
張
し
た
様
子
は
な
く
�十

八
番
の﹁
哀
愁
列
車
﹂を
熱
唱
�そ
の
他

に
も
�学
生
時
代
の
思
い
出
に
出
場
し

た
と
い
う
専
門
学
生
�天
国
の
お
ば
あ

ち
�
ん
に
歌
を
届
け
た
か
�
た
と
い

う
兄
弟
�新
婚
１
年
目
の
夫
婦
な
ど
が

出
場
し
�家
族
や
仲
間
の
応
援
を
受
け
�

そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
を
込
め
て
歌
い
ま
す
�

　
そ
し
て
�こ
の
日
は﹁
恋
文
の
宿
﹂を

歌
�
た
松
本
市
の
堀
内
由
紀
子
さ
ん

が
チ
�
ン
ピ
オ
ン
と
な
り
ま
し
た
�堀

内
さ
ん
は
大
病
を
患
�
て
い
ま
し
た

が
�
歌
を
励
み
と
し
�
こ
こ
ま
で
回
復

し
た
と
い
い
ま
す
�支
え
た
く
れ
た
家

族
へ
の
感
謝
の
思
い
を
胸
に
熱
唱
し

ま
し
た
�

　
番
組
が
終
了
し
�三
郷
の
原
田
さ
ん

は
﹁
何
と
か
終
わ
�
て
安
心
�
堪
能
で

き
た
﹂と
満
面
の
笑
み
を
浮
か
べ
ま
す
�

こ
の
日
の
県
内
の
視
聴
率
は
21
％
と
�

高
視
聴
率
を
記
録
�元
気
と
笑
顔
を
日

本
各
地
に
届
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
�

予選会では約800人、放送日は約1,600人が会場に訪れた。
右から３番目の写真は「童神」を歌った平林さん

出演者は入念な練習や打ち合わせをして、本番を迎える。
応援側も手作りで横断幕などを準備

公開生放送の45分間には、出場した20人それぞれのドラマが詰まっていました。
左端写真は「関白宣言」を歌った田内さん。歌い終えて安どの表情

さあ！本番
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イベント

夏まつり、あれこれ
今年の夏の過ごし方はもう決まりましたか？

�市内で行われる夏のイベントをご案内します。

あ
づ
み
野
祭
り

第
27
回
 

7
月
29
日（
土
）

ふ
る
さ
と
夏
祭
り

第
　
回
 

8
月
12
日（
土
）

安
曇
野
水
郷
明
科
大
花
火
大
会

第
40
回
 

8
月
14
日（
月
）

信
州
安
曇
野
わ
さ
び
祭
り

第
23
回
 

7
月
29
日（
土
）〜
30
日（
日
）

　
昭
和
55
年
﹁
心
の
ふ
る
さ
と
ま

つ
り
﹂
を
ス
ロ
�
ガ
ン
に
始
ま
�

た
祭
り
で
す
�
あ
づ
み
野
ば
や
し

踊
り
で
は
�
地
元
の
区
や
企
業
�

各
種
団
体
か
ら
�
50
連
�
３
�０

０
０
人
が
参
加
し
ま
す
�
工
夫
し

た
衣
装
や
山
車
も
見
も
の
で
す
�

▽
各
種
イ
ベ
ン
ト
　

　
午
後
４
時
30
分
�

▽
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
　

　
午
後
５
時
30
分
�

▽
あ
づ
み
野
ば
や
し
踊
り

　
午
後
６
時
30
分
�

▽
踊
り
コ
ン
テ
ス
ト
結
果
発
表

　
午
後
８
時
20
分
�

　
場
所
�
豊
科
駅
前
通
り
周
辺

■
実
行
委
員
会
︵
商
工
会
内
Tel
72

　
・
２
９
８
６
�
商
工
観
光
係
内

　
Tel
72
・
３
１
１
１
︶

　
メ
イ
ン
の
Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
安
曇

野
に
は
�
県
内
外
か
ら
30
チ
�
ム
�

１
�５
０
０
人
が
参
加
予
定
�
今

年
か
ら
設
け
ら
れ
た
踊
り
連
﹁
み

ん
な
で
踊
ろ
う
安
曇
節
21
﹂
は
�当

日
の
飛
び
入
り
参
加
も
Ｏ
Ｋ
で
す
�

29
日（
土
）

▽
花
火
大
会
　
午
後
８
時
�

　
場
所
�
富
田
橋
東
河
川
敷

30
日（
日
）

▽
開
会
式
　
午
前
９
時
15
分
�

▽
Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
安
曇
野

　
午
前
10
時
�

▽
納
涼
祭
　
午
後
５
時
�

　
場
所
�
穂
高
駅
前
通
り
・
穂
高

　
神
社
北
神
苑

■
実
行
委
員
会
︵
商
工
会
内
Tel
82

　
・
５
８
２
０
�
商
工
観
光
係
内



　
Tel
82
・
３
１
３
１
︶

　
﹁
み
ん
な
で
ふ
れ
あ
う
楽
し
い

ひ
と
と
き
﹂
を
テ
�
マ
に
�
今
年

で
21
回
目
を
迎
え
る
三
郷
の
夏
祭

り
�
メ
イ
ン
の
花
火
大
会
を
は
じ

め
�
ゲ
�
ム
�
踊
り
�
シ
�
�
な

ど
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
が
い
�
ぱ
い

で
す
�

▽
開
会
式
、
各
種
イ
ベ
ン
ト

　
午
後
５
時
30
分
�

▽
花
火
大
会


午
後
８
時
30
分
�

　
場
所
�
三
郷
文
化
公
園

■
実
行
委
員
会
︵
商
工
会
内
Tel
77

　
・
３
１
７
０
�
地
域
支
援
課
内

　
Tel
77
・
３
１
１
１
︶

　
水
面
に
映
え
�
山
々
に
こ
だ
ま

す
る
地
上
ス
タ
�
マ
イ
ン
や
犀
川

を
渡
る
４
０
０
�
の
ナ
イ
ヤ
ガ
ラ

の
滝
�
約
２
�０
０
０
発
の
大
花

火
が
�
安
曇
野
の
夏
の
夜
を
彩
り

ま
す
�

▽
打
ち
上
げ
開
始
　
午
後
８
時
�



場
所
�
明
科
龍
門
渕
公
園
横



犀
川
河
川
敷

※
雨
天
時
は
16
日
︵
水
︶

■
実
行
委
員
会
︵
商
工
会
内
Tel
62

　
・
２
３
１
７
︶

↑YOSAKOI安曇野

交通規制のお知らせ

わさび祭り花火大会交通規制

穂高
プール

勤
福

シナノ
ポリマー

焼肉
ふーさん

至農道

旧ワシントン

サ
ン
キ

穂高開発
興業

穂高
会館

富田橋

橋爪橋

碌山
美術館

穂高東
 中学校

穂
高
西

中
学
校

JR穂高駅

13:00～22:00

7/29

打
上
場
所

●

●●

●

● ●

●

●

●

●

●

明科花火大会交通規制

至四賀村

至
豊
科
・
松
本

至穂高・大町

駐車場
（御宝田グランド駐車場）

消防署
●

●

●●

●明科高校

犀 川

P

P 打上場所

18:00～22:00

8/14

JR明科駅

水産試験場 明科公民館R19

明科
総合支所

18:00～22:00

8/14

18:00～22:00

8/14

至長野

あづみ野祭り交通規制

県安曇野庁舎

鮨
昌

本
部

長
野
銀
行

Ｒ
１
４
７

豊科
近代美術館

八十二銀行

アップルランド
デリシア

成相
交差点

Ｊ
Ｒ
豊
科
駅

P P

P

P

P

16:00～22:00

7/29
17:30～22:00

7/29

● ●

●●

●
●

●

●

●

新田
交差点

サ
テ
ィ

豊科総合支所

21

わさび祭り交通規制

穂高プール

穂高総合支所

碌山
美術館

穂高東
 中学校

穂高神社

市職員
駐車場

JR穂高駅

17:00～20:00

7/30 納涼祭

10:00～17:00

よさこい7/30

八十二銀行

けんしん

至大町

至大町

至松本

至豊科IC

至松本

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

長野銀行

R147

信金

ふるさと夏祭り交通規制

三郷中学校

一
日
市
場
公
園

三柱神社

三
郷
小
学
校 真光寺

三郷
総合支所

体育館

交番

一
日
市
場
駅

20:30～21:30

8/12

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

農
 
道

八
十
二
銀
行

セブンイレブン

●

●

●

●

●
●

●
●●

●

●
●

三郷文化公園

↑ふるさと夏祭り

↑あづみ野ばやし踊り

安曇野明科大花火大会↑
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育
児

ご
存
じ
で
す
か
？
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト

就
職
活
動
、
家
族
の
病
気
、
美
容
院
な
ど
⋮
。
子
ど
も
の
面
倒
を
一
時
的
に

見
ら
れ
な
い
と
き
、サ
ポ
ー
タ
ー
が
有
料
で
お
子
さ
ん
を
預
か
り
ま
す
。

　
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
と
は

　
ご
家
庭
で
一
時
的
に
子
ど
も
の

面
倒
が
見
ら
れ
な
い
と
き
�
協
力

会
員
が
子
ど
も
を
預
か
る
有
料
の

会
員
制
子
育
て
支
援
組
織
で
す
�

　
現
在
�
豊
科
�
穂
高
�
三
郷
に

こ
の
組
織
が
あ
り
�
昨
年
10
月
か

ら
は
�
市
内
の
人
が
会
員
の
対
象

と
な
り
ま
し
た
�
ま
た
�
今
年
10

月
に
は
�
堀
金
�
明
科
に
も
設
立

さ
れ
る
予
定
で
す
�

　
例
え
ば
こ
ん
な
と
き
…

▽
仕
事
で
保
育
園
に
迎
え
に
行
く

　
こ
と
が
で
き
な
い
�

▽
家
族
が
病
気
に
な
る
�
義
理
が

　
で
き
る
な
ど
で
一
時
的
に
子
ど

　
も
の
面
倒
が
見
ら
れ
な
い
�

▽
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
た
い
が
�

　
託
児
室
が
な
く
�
参
加
す
る
こ

　
と
が
で
き
な
い
�

　
サ
ポ
ー
タ
ー
は
ど
ん
な
人
？

　
サ
ポ
�
タ
�
︵
育
児
の
援
助
を

行
う
人
︶
は
�
市
内
在
住
で
数
日

間
の
講
習
を
受
講
し
た
人
で
す
�

子
ど
も
が
好
き
な
人
�
地
域
の
子

育
て
支
援
に
関
心
が
あ
る
人
な
ど

が
登
録
し
て
い
ま
す
�

　
利
用
料
は
？

︵
平
日
・
午
前
８
時
�
午
後
６
時
︶

　
　
　
　
　
　
　
　
　
６
０
０
円

　
※
時
間
外
な
ど
の
取
り
扱
い
に

　
　
つ
い
て
は
�
各
事
務
局
ま
で

　
　
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
�

　
会
員
に
な
る
に
は

　
会
員
に
な
る
に
は
�
豊
科
・
穂

高
・
三
郷
と
も
実
施
主
体
が
異
な

る
た
め
�
手
続
き
の
流
れ
な
ど
に

若
干
の
違
い
が
あ
り
ま
す
�
詳
細

は
�
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
�

▽豊科育児サポート事務局

 （市豊科総合支所健康福祉課福祉係）�

 �73-8280

▽穂高ファミリーサポート

� 「らっこ」事務局（穂高健康支

 援センター内）�81-0729

▽三郷ファミリーサポートセンター

 事務局（社協三郷支所内）�

 �77-8080

▽社協堀金支所 �73-5288�  

▽社協明科支所 �62-2429

育児で何かお手伝いできれば
という思いから

　子どもが好きなことと、育児に関することで何

かお手伝いできることがあればという思いから、

協力会員（サポーター）に登録しました。ファミリ

ーサポートを通じて自分自身も充実している気が

します。二村さんのように就職のセミナーなどに

行く場合、託児などがまだまだ少ない状況だと思

います。家族だけで抱え込まず、お母さん自身の

ため、将来のため、頼ってもらえればと思います。

…………………………………………………

問い合わせ

お願い
しました

お預かり
しました

ファミリーサポート依頼会員

さん（26歳）二村�亜矢子

ファミリーサポート協力会員

さん�(29歳)�三郷温

（左：凛弥くん ３歳）

松岡�百合香

くん�(1歳)�三郷小倉柊羽

報酬 援助

登録

援助の申し入れ

援助の打診

育児の援助を受けたい人

育児の援助を行う人

サポート事務局

ファミリー・サポートのしくみ

安心して
�預けることができました

　私の就職活動、おばあちゃんのリンゴ農園の繁

忙期が重なり、数時間子どもを見てもらうことが

必要となり、ファミリーサポートを利用しました。

預かっていただいた松岡さんにも幼児のお子さん

がいて、一緒に遊んでくれたようです。安心して

預けることができました。

……………………………………………

登録
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＊ T O P I C S 市政トピックス

農
業
委
員 

人
が
当
選

任
期
満
了
に
伴
う
農
業
委
員
一
般
選
挙
が

６
月
25
日
に
告
示
さ
れ
、
40
人
が
無
投
票
当
選
し
ま
し
た
。

8月6日（日）は県知事選挙投票日

　任期満了に伴う長野県知事選挙が7月20日に告示されます。投票日は、8月6日（日）です。

ご家族やご近所でお誘い合わせて投票に行きましょう。投票当日に仕事やレジャーなど都合の悪い場合は、

期日前投票ができます。

■期日前投票 期 間 7月21日（金）〜8月5日（土）午前8時30分〜午後8時（土・日も同じ）

       場 所 各総合支所　※投票所入場券（印章は不要）を持参してください。

■県内で住所を異動された人は

　・平成18年4月20日以降に、県内の市町村間で住所の異動をされた場合（異動は1回に限られます）は、旧住所地で

　　投票を行うことになります。ただし、旧住所地の市町村の選挙人名簿に登録されていることが必要です。

　・旧住所地で投票する場合は、「引き続き長野県内に住所を有する旨の証明書」が必要です。投票日までに最寄の

　　市町村住民票担当課で交付を受けてください。（事前に発行に必要な書類、時間などを電話でご確認ください）

■問い合わせ　市選挙管理委員会事務局（Tel71・2000）

　
任
期
満
了
に
伴
う
安
曇
野
市
農

業
委
員
一
般
選
挙
が
６
月
25
日
に

告
示
さ
れ
�
５
選
挙
区
で
定
数
を

超
え
る
立
候
補
者
が
な
く
�
40
人

が
無
投
票
当
選
を
し
ま
し
た
�

　
任
期
は
�
平
成
18
年
７
月
20
日

か
ら
３
年
間
で
�
市
の
農
政
の
推

進
に
取
り
組
み
ま
す
�

　
各
選
挙
区
の
当
選
者
は
次
の
と

お
り
で
す
�
︵
届
出
順
︶

▼
豊
科
選
挙
区
︵
定
数
９
︶

　
曽
根
原
勝
人
︵
熊
倉
︶

　
望
月
　
和
榮
︵
吉
野
︶

　
長
�
　
一
之
︵
光
︶

　
細
田
五
十
次
︵
下
鳥
羽
︶

　
望
月
　
裕
明
︵
田
沢
︶
　

　
原
　
　
兼
廣
︵
細
萱
︶

　
酒
井
　
武
雄
︵
重
柳
︶

　
松
尾
　
裕
行
︵
真
々
部
︶

　
手
塚
　
喜
万
︵
飯
田
︶

▼
穂
高
選
挙
区
︵
定
数
12
︶

　
高
橋
　
　
巧
︵
島
新
田
︶

　
森
島
一
太
郎
︵
立
足
︶

　
浅
川
　
幸
彦
︵
等
々
力
︶

　
矢
口
日
出
稔
︵
久
保
田
︶

　
畠
山
　
倉
光
︵
嵩
下
︶

　
下
里
　
　
宏
︵
柏
原
︶

　
藤
原
　
悦
夫
︵
牧
︶

　
金
森
　
伊
繼
︵
富
田
︶

　
塚
田
　
銀
稻
︵
新
屋
︶

　
平
林
　
靖
雄
︵
橋
爪
︶

　
蓮
井
八
喜
男
︵
矢
原
︶

　
矢
口
　
孝
夫
︵
穂
高
区
︶

▼
三
郷
選
挙
区
︵
定
数
９
︶

　
丸
山
　
貢
康
︵
一
日
市
場
︶

　
曽
根
原
昭
成
︵
南
小
倉
︶

　
甕
　
　
邦
俊
︵
楡
︶

　
中
田
　
平
男
︵
東
小
倉
︶

　
塚
田
冨
喜
男
︵
北
小
倉
︶

　
柴
野
　
道
夫
︵
下
長
尾
︶

　
植
原
　
義
明
︵
中
萱
︶

　
三
澤
　
豊
生
︵
野
沢
︶

　
二
木
　
久
光
︵
二
木
︶

▼
堀
金
選
挙
区
︵
定
数
６
︶

　
宮
澤
　
文
夫
︵
田
尻
︶

　
松
澤
　
　
務
︵
上
堀
︶

　
塚
田
　
茂
利
︵
下
堀
︶

　
板
花
　
守
夫
︵
田
多
井
︶

　
小
島
　
賢
雄
︵
中
堀
︶

　
萩
原
　
茂
市
︵
岩
原
︶

▼
明
科
選
挙
区
︵
定
数
４
︶

　
青
木
　
茂
明
︵
潮
区
︶

　
市
川
　
末
登
︵
町
区
︶

　
丸
山
　
幸
男
︵
上
押
野
区
︶

　
山
　
　
正
博
︵
荻
原
区
︶

40

情
報
公
開

公
文
書
公
開
請
求
は 

件

平
成
17
年
度
情
報
公
開
制
度
・
個
人
情
報
保
護
制
度
の

実
施
状
況
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

10

当選証書授与式（7月3日）

安曇野市ホームページ

　
市
で
は
�
市
民
の
皆
さ
ん
の
行

政
へ
の
参
画
の
促
進
と
開
か
れ
た

市
政
の
実
現
を
目
指
し
て
�
総
合

的
な
情
報
公
開
の
推
進
と
市
民
の

プ
ラ
イ
バ
シ
�
を
は
じ
め
と
し
た

個
人
の
権
利
・
利
益
を
保
護
す
る

た
め
の
個
人
情
報
の
適
正
な
取
り

扱
い
に
努
め
て
い
ま
す
�

■
情
報
公
開
の
実
施
状
況

　
平
成
17
年
度
︵
平
成
17
年
10
月

�
平
成
18
年
３
月
︶
に
安
曇
野
市

情
報
公
開
条
例
に
基
づ
く
�
公
文

書
の
公
開
請
求
は
�
10
件
あ
り
ま

し
た
�
詳
し
い
内
容
は
下
表
の
と

お
り
で
す
�

■
個
人
情
報
保
護
の
実
施
状
況

　
平
成
17
年
度
︵
平
成
17
年
10
月

�
平
成
18
年
３
月
︶
に
安
曇
野
市

個
人
保
護
条
例
に
基
づ
い
て
�
市

が
保
有
す
る
個
人
情
報
の
開
示
請

求
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
�

■
問
い
合
わ
せ
　
総
務
部
総
務
課

文
書
法
規
担
当︵
Tel
71
・
２
０
０
０
︶

平成17年度 情報公開の実施状況

実施機関

市長

議会

教育委員会

選挙管理委員会

監査委員

公平委員会

農業委員会

固定資産
評価審査委員会

  合  計

９

０

１

０

０

０

０

０

10

５

０

１

０

０

０

０

０

６

２

０

０

０

０

０

０

０

２

０

０

０

０

０

０

０

０

０

２

０

０

０

０

０

０

０

２

０

０

０

０

０

０

０

０

０

処理区分請求

件数

不  服

申し立て公開 部分公開 非公開 不存在

※安曇野市ホームページでも、情報公開および個人情報保護制度、情報公開の

　手続き、市情報公開・個人情報保護審査会についての詳細を公開しています。

市長交際費をホームページで公開

　市では、公正性と透明性を高め、市民から信頼される「開かれた

市政」を推進していくため、毎月の市長交際費（支出日・内容・金額）

を安曇野市ホームページで公表しています。

�市長交際費とは、地方自治法に規定された歳出予算区分の１つで、

市長などが市を代表し、外部の個人または団体との交際のために支

出する費用です。「慶祝」「会費」「弔慰金」「見舞金」などがあり、

地方自治体の円滑な行政運営を図ることを目的に対外的に支出します。

市長交際費の公表時期は、毎月15日ごろに前月分を公表します。

■問い合わせ　総務部総務課秘書係（Tel71・2000）

選
挙



6

18

18
6 優雅に咲き誇る
150種５万株のあやめを楽しむ

6

18

地域ブランドを考える
6

18

汗をかきながら収穫体験

安曇野の価値について語り合う

市長杯マレットゴルフ大会
優勝目指して150人が参加

6

21
　第１回安曇野市長杯マレ

ットゴルフ大会が6月21日、

穂高の権現宮マレットゴル

フ場で行われました。

　大会には、市マレットゴ

ルフ協会に登録する150人

が参加。優勝を目指し、

36ホールストロークプレ

ーで競い合いました。

一足先に夏気分
穂高・豊科プール開き

7

1

クラシックカーに
魅せられた人々が集う

6

11

　第22回あやめまつりが６月10日から30日ま

で明科の龍門渕公園・あやめ公園で行われました。

　期間中の17日と18日には、メインイベント

としてカヌー大会や踊りゃんせあかしな、もの

まねライブ、熱気球の搭乗体験などさまざま催

しが行われ、多くの人でにぎわいました。今年

は、あやめの開花が遅れたものの見事に咲き誇

り、訪れた人を楽しませました。

　安曇野市消防団は６月18日、消防ポンプ操法大会を穂高総合支所職員駐車場で

行いました。

　この日は、ポンプ車操法の部と小型ポンプ操法の部にそれぞれ10の分団が出場

しました。選手たちは、早朝や夜間に厳しい練習を重ねてきた成果を発揮し、き

びきびとした動きで操法を披露しました。結果は次のとおりです。

▽ポンプ車操法の部

 優勝
第13分団第３部（豊科）準優勝
第９分団第３部（穂高）

 敢闘賞�第13分団第　2部（堀金）

▽小型ポンプ操法の部

 優勝
第４分団（豊科）準優勝
第８分団第２部（明科）敢闘賞�第３分団（豊科）

　また、各部の上位２チームとラッパ隊が７月２日に行われた松本消防協会ポン

プ操法・ラッパ吹奏大会に出場し、ラッパ隊が優勝し、７月30日に王滝村で開か

れる県大会に出場します。

　安曇野とよしな玉ねぎ祭りが６月17日と18日、市

内14カ所で行われました。

　今年は、新たに堀金地域中堀集落営農組合も参加し、

中堀公民館近くのほ場には、家族連れなど多くの人

が訪れました。

　収穫の方法などの指導を受けた参加者は、汗をか

きながら玉ねぎの収穫を行い、約20キロ入るネット袋

をいっぱいにしていました。

　第３回グランプレ

ミオアウトストリケ

が６月11日と12日、

豊科のサンモリッツ

で開催されました。

　この大会には、全

国からクラシックカ

ーの愛好家が参加し、会場にはクラシックカー40台

が並び、訪れた人を楽しませました。

　参加者は、安曇野を発着点に11日は諏訪方面を、12

日には聖高原方面を巡りました。

　地域ブランド研究大会
in
安曇野が６月18日、堀金総

合体育館で開かれました。

　地域経済の発展や活性化の手段として「地域のブラン

ド化」に注目が集まるなか、「安曇野」の価値をいかに全

国へ発信していくのかを考

えました。また、大会では

安曇野地域の分析などを行

った信大人文学部教授の発

表や地域活動を行う皆さん

によるパネルディスカッシ

ョンも行われました。

�� 7月号広報 ��7月号広報

消防技術の向上を目指し、競い合う

　市の穂高プールが７月

１日、プール開きをしました。

　この日は、曇り空でした

が、小学生や中学生など約

340人が来場し、流水プー

ルで泳いだり、水しぶきを

上げてウォータースライ

ダーを滑ったりして楽し

んでいました。また、豊科

プールも８日に開場しま

した。 人気のウォータースライダー

会場には、多くのファンも訪れた

楽しみながらプレー踊りゃんせあかしな

市となって初めての操法大会に
気合いが入る

元気もりもり血液さらさら
玉ねぎ祭り
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�共に渡った仲間の写真。
 （最前列右から4人目が
 有賀さん）

安
曇
野
市
豊
科
日
中
友
好
協
会
理
事
長�

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 �

ロ
ン
グ
・
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

私
は
忘
れ
な
い

有
賀 

元
彦
さ
ん
︵
76
歳
・
豊
科
高
家
︶

一
人
ま
た
一
人
と
仲
間
が
倒
れ
、た
だ
死
ぬ
の
を
待
つ
だ
け
で
し
た
。

人
は
あ
の
よ
う
な
体
験
を
し
て
い
る
の
に
、

今
も
世
界
の
ど
こ
か
で
争
い
ご
と
を
し
て
い
る
。

あ
る
　

が
　
　

も
と
　
ひ
こ

�﹁
あ
の
状
況
を
生
き
延
び
た
の
は
何
か
に
生
か
さ
れ
た
と
し
か
思
え
な
い
﹂と
話
す
有
賀
さ
ん
。︵
自
宅
に
て
︶

　
61
回
目
の
終
戦
記
念
日
が
や
っ
て
く
る
。
戦
争

を
体
験
し
た
人
が
年
々
少
な
く
な
り
、そ
の
記

憶
も
風
化
し
て
い
く
中
、自
ら
の
体
験
を
刻
銘

に
記
憶
し
て
い
る
、安
曇
野
市
豊
科
日
中
友
好

協
会
理
事
長
、県
日
中
平
和
友
好
会
会
長
の
有

賀
元
彦
さ
ん
に
お
話
し
を
聞
い
た
。

　
有
賀
さ
ん
は
昭
和
19
年
６
月
、満
蒙
開
拓
青

少
年
義
勇
軍
斉
藤
中
隊
の
一
員
と
し
て
、多
く
の

仲
間
と
と
も
に
中
国
へ
渡
り
、戦
後
に
か
け
て
想

像
を
絶
す
る
体
験
を
し
て
き
た
。
　

　
当
時
は
国
が
義
勇
軍
の
募
集
に
力
を
入
れ

て
お
り
�
学
校
関
係
者
ま
で
使
�
た
勧
誘
や
�

し
ば
ら
く
苦
労
す
れ
ば
広
い
土
地
が
手
に
入

る
と
の
触
れ
込
み
で
�
大
勢
の
人
が
中
国
へ
渡

り
ま
し
た
�
昭
和
19
年
3
月
�
国
民
学
校
高
等

科
を
卒
業
し
仲
間
と
と
も
に
長
野
市
へ
集
結
�

訓
練
後
6
月
に
中
国
へ
渡
り
ま
し
た
�
こ
の
と

き
私
は
14
歳
で
し
た
�
　

　
嫩
江
︵
ノ
ン
ジ
�
ン
︶
訓
練
所
を
経
由
し
�
興

安
︵
コ
ウ
ア
ン
︶
に
移
動
し
ま
し
た
�
耕
地
の
手

入
れ
や
�
牛
・
馬
な
ど
の
世
話
�
銃
剣
術
の
訓
練

な
ど
も
し
な
が
ら
�
厳
し
い
冬
を
越
え
終
戦
直

前
の
ソ
連
軍
満
州
侵
攻
ま
で
過
ご
し
ま
し
た
�

　
関
東
軍
に
置
き
去
り
に
さ
れ
た
避
難
民
と

共
に
逃
避
行
を
開
始
し
た
の
が
昭
和
20
年
8

月
13
日
�
連
れ
て
行
け
な
く
な
�
た
我
が
子
を

置
き
去
り
に
し
た
り
�
殺
め
る
母
親
�
襲
い
か

か
る
盗
賊
と
と
も
に
自
爆
す
る
兵
隊
�
皆
が
飢

え
と
疲
労
で
極
限
的
な
精
神
状
態
で
し
た
�
私

自
身
�
友
人
と
並
ん
で
歩
く
そ
の
顔
と
顔
の
間

を
銃
弾
が
突
き
抜
け
て
も
�
死
へ
の
恐
怖
を
全

く
感
じ
ま
せ
ん
で
し
た
�
そ
し
て
�
何
が
特
に

悲
劇
と
も
感
じ
な
く
な
�
て
い
ま

し
た
�
戦
争
だ
�
た
か
ら
で
す
�

　
終
戦
を
知
り
武
装
解
除
後
�
現
在

の
ウ
ラ
ン
ホ
ト
市
の
捕
虜
収
容
所

へ
収
容
さ
れ
た
の
が
９
月
�
こ
こ
ま

で
生
き
残
れ
た
の
も
奇
跡
な
ら
�
そ

の
後
に
起
こ
る
不
思
議
な
出
会
い

も
奇
跡
と
呼
べ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
�

　
　

　
私
を
含
む
1
0
0
人
ほ
ど
は
す

ぐ
に
別
の
難
民
収
容
所
へ
移
動
さ

せ
ら
れ
ま
し
た
�
暖
か
い
う
ち
は
町

で
仕
事
を
探
し
�
か
ろ
う
じ
て
皆
で
生
活
で
き

ま
し
た
が
�
冬
を
迎
え
る
と
�
マ
イ
ナ
ス
40
度

に
も
な
る
厳
し
い
環
境
で
仕
事
も
な
く
な
り
�

寒
さ
と
飢
え
�
そ
し
て
病
気
に
ひ
た
す
ら
耐
え

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
�
一
人
ま
た
一

人
と
仲
間
が
倒
れ
�
た
だ
皆
が
収
容
所
の
中
で

死
ぬ
の
を
待
つ
だ
け
で
し
た
�
私
も
ま
た
�
自

分
の
名
前
さ
え
思
い
出
せ
な
い
ほ
ど
衰
弱
し

て
い
ま
し
た
�

　　
あ
る
日
�
ふ
と
気
が
付
く
と
一
人
の
少
年
が
�

座
り
込
ん
で
い
る
私
の
前
に
そ
�
と
き
び
饅

頭
を
並
べ
�
立
ち
去
�
て
い
き
ま
し
た
�
久
し

ぶ
り
の
食
料
を
仲
間
と
分
け
合
い
�
ゆ
�
く
り

噛
み
し
め
ま
し
た
�
涙
が
止
ま
り
ま
せ
ん
で
し

た
�
一
緒
に
食
べ
た
仲
間
の
一
人
は
�
そ
の
晩
�

私
の
横
で
静
か
に
亡
く
な
り
ま
し
た
�

　
翌
朝
�
少
年
は
再
び
現
れ
る
と
�
私
を
自
宅

の
床
屋
さ
ん
へ
連
れ
て
行
き
ま
し
た
�
そ
こ
の

ご
主
人
は
ス
ト
�
ブ
の
番
を
す
る
よ
う
手
招

き
し
�
奥
さ
ん
は
自
分
の
た
め
に
わ
ざ
わ
ざ
お

米
の
お
か
ゆ
を
作
�
て
く
れ
ま
し
た
�
家
の
人

は
粟
の
お
か
ゆ
を
食
べ
て
い
る
の
に
で
す
�

　
そ
の
後
�
ご
主
人
の
紹
介
で
別
の
お
宅
に
も

お
世
話
に
な
り
ま
し
た
が
�
そ
ち
ら
で
も
大
変

良
く
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
�
高
熱
に
う
な
さ

れ
死
の
淵
を
さ
ま
よ
�
た
と
き
も
�
献
身
的
な

看
病
を
し
て
く
れ
た
り
�
仕
事
を
し
な
が
ら
勉

強
ま
で
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
�
内
蒙
古
自
治

政
府
準
備
委
員
会
や
�
中
国
人
民
解
放
軍
に
も

関
わ
り
�
昭
和
28
年
5
月
に
帰
国
し
ま
し
た
�

23
歳
に
な
�
て
い
ま
し
た
�

│
そ
の
後
有
賀
さ
ん
は
、日
中
国
交
正
常
化
後
、

何
度
訪
中
し
て
も
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
命
の

恩
人（
床
屋
の
ご
主
人
）の
消
息
を
、平
成
11
年
、

偶
然
に
つ
か
む
こ
と
が
で
き
た
。
ご
主
人
は
既
に

亡
く
な
っ
て
い
た
が
、そ
の
娘
さ
ん
に
会
う
こ
と

が
で
き
た
の
で
あ
る
。
　

　
「
私
の
命
を
救
っ
て
く
れ
た
こ
の
地
の
皆
さ

ん
へ
ご
恩
返
し
が
し
た
か
っ
た
」
と
の
思
い
か
ら
、

生
き
残
っ
た
仲
間
、
協
会
の
仲
間
と
、
中
国
の

子
ど
も
た
ち
の
た
め
、学
校
建
設
な
ど
に
携
わ

っ
て
き
た
。

　
「
一
少
年
の
物
語
を
本
に
ま
と
め
た
い
」
と
静

か
に
語
る
有
賀
さ
ん
。二
度
と
あ
の
よ
う
な
経

験
を
、子
ど
も
た
ち
に
さ
せ
な
い
た
め
に
。

14
歳
で
中
国
へ

耳
の
横
を
か
す
め
る
弾
丸

自
分
の
名
前
が
わ
か
ら
な
い
！

私
の
命
を
救
っ
て
く
れ
た
出
会
い

子
ど
も
た
ち
へ

あ
や
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安曇野市教育委員会

自然観察

人権

三郷公民館成人学級

豊科郷土博物館 安曇野市合併特別展

郷土の自然に親しむ

安曇野の刀剣

8月の豊科地域

地区人権尊重懇談会

企画展

豊科近代美術館　夏の特別展
美術館ワンダーランド

夏の思い出 今を生きる

企画展

　
日
本
美
術
刀
剣
保
存
協
会
長
野
県

南
支
部
の
協
力
の
も
と
�
県
内
�
と
り

わ
け
松
本
･
安
曇
野
地
域
に
所
有
さ
れ

て
い
る
上
杉
家
伝
来
の
宝
刀
や
郷
土

が
育
ん
だ
郷
土
刀
な
ど
�
お
よ
そ
40

振
り
の
刀
剣
と
資
料
を
展
示
し
ま
す
�

■
会
期
　

　
８
月
１
日
︵
火
︶
�
31
日
︵
木
︶



　
　
　
︵
会
期
中
休
館
日
な
し
︶

■
会
場
　

　
安
曇
野
市
豊
科
郷
土
博
物
館

■
入
館
料

　
大
人


３
０
０
︵
２
４
０
︶
円



小
中
生


１
５
０
︵
１
２
０
︶
円


︵
　

︶
内
は
20
人
以
上
の
団
体
料
金

記
念
講
演
会

　
８
月
27
日
︵
日
︶

　
午
後
２
時
�
３
時
30
分
　

　
講
師
�
原
田
一
敏
さ
ん



︵
東
京
国
立
博
物
館


上
席
研
究
員
︶

刀
剣
解
説
コ
ー
ナ
ー

　
毎
週
土
曜
・
日
曜
日
開
催

職
方
実
演

　
刀
匠
・
研
磨
師
・
白
鞘
師
・
柄
巻

師
・
白
銀
師
ら
を
招
き
�
会
場
で
匠

の
技
を
一
般
公
開
し
ま
す
�

　
日
本
刀
製
作
の
一
連
の
過
程
は
�

現
在
も
続
く
生
き
た
文
化
財
で
す
�

各
職
方
の
仕
事
手
順
・
内
容
を
実
演

し
て
い
た
だ
き
�
分
か
り
や
す
く
匠

の
技
を
紹
介
し
ま
す
�

　
真
�
赤
に
焼
け
た
鉄
を
鍛
え
こ
み
�

美
し
い
日
本
刀
が
出
来
上
が
�
て
い

く
現
場
に
お
立
ち
会
い
く
だ
さ
い
�

　
８
月
６
日
︵
日
︶

　
午
前
10
時
�
午
後
３
時

■
問
い
合
わ
せ

　
安
曇
野
市
豊
科
郷
土
博
物
館

　
　
　
　
　
︵
Tel
72
・
５
６
７
２
︶

　
日
本
刀
は
�
現
在
で
こ
そ
�
一
部

の
愛
好
家
の
間
で
の
み
嗜
好
さ
れ
る

美
術
品
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
ま
す
が
�

古
く
か
ら
日
本
人
の
心
に
深
く
根
ざ

し
て
発
展
し
て
き
ま
し
た
�

﹁
土
の
音
を
聴
く
﹂
　

︵
コ
ン
サ
�
ト
と
演
奏
体
験
︶



講
師
�
渡
辺
泰
幸
さ
ん
�

　
　
　
　
　
　
永
田
砂
知
子
さ
ん

■
日
時
　
７
月
29
日
︵
土
︶

　
午
前
11
時
�
／
午
後
1
時
半
�

﹁
レ
イ
ヤ
ー
・
ド
ロ
ー
イ
ン
グ
﹂

　
　
　
　
　
　
　
　
︵
作
品
制
作
︶



講
師
�
中
西
信
洋
さ
ん

■
日
時
　
７
月
30
日
︵
日
︶



　
　
　
午
後
１
時
�
３
時

﹁
黄
金
比
な
カ
タ
チ

 
 
プ
レ
ア
デ
ス
を
作
ろ
う
！
﹂

　
　
　
　
　
　
　
　
︵
作
品
制
作
︶



講
師
�
日
詰
明
男
さ
ん

■
日
時
 
８
月
26
日
︵
土
︶
�
27
日

　︵
日
︶
両
日
と
も
午
後
２
時
30
分

　
�
４
時
30
分

出
品
作
家
ト
ー
ク

　
７
月
29
日
︵
土
︶
�
30
日
︵
日
︶
�

　
８
月
3
日
︵
木
︶
�８
月
４
日
︵
金
︶
�

　
８
月
25
日
︵
金
︶
�９
月
１
日
︵
金
︶

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
安
曇
野
市
豊
科
近
代
美
術
館

　
　
　
　
　
︵
Tel
73
・
５
６
３
８
︶

　
県
内
で
は
珍
し
い
�
現
代
の
さ
ま

ざ
ま
な
表
現
を
集
め
た
展
覧
会
で
す
�

出
品
は
全
国
各
地
か
ら
え
り
す
ぐ
り

の
８
組
９
人
�
ひ
と
夏
の
思
い
出
に

今
を
生
き
る
作
家
た
ち
の
作
品
に
会

い
に
�
ぜ
ひ
�
お
出
掛
け
く
だ
さ
い
�

■
会
期
　
７
月
29
日
︵
土
︶
�
９
月

　
18
日
︵
月
・
祝
︶
月
曜
休
館

■
出
品
者

　
中
西
信
洋
︵
大
阪
︶

　
日
詰
明
男
︵
千
葉
︶

　
糸
崎
公
朗
︵
東
京
︶

　
渡
辺
泰
幸
︵
名
古
屋
︶



三
瀬
夏
之
介
︵
奈
良
︶

　
福
本
る
み
・
吾
妻
活
恵



　
　
　
　
　
︵
と
も
に
京
都
︶

　
矢
尾
伸
哉
︵
東
京
︶

　
や
ま
ぐ
ち
め
ぐ
み
︵
東
京
︶

　　　　　 →
やまぐちめぐみ
  「da  di  da」

↑刀匠　宮 入　法 廣

↓長峰山から安曇野をのぞむ

　
三
郷
公
民
館
成
人
学
級
講
座
﹁
郷

土
の
自
然
に
親
し
み
ま
し
�
う
﹂
の

参
加
者
を
募
集
し
ま
す
�

　
長
峰
山
か
ら
光
城
山
�
わ
さ
び
畑

へ
と
移
動
し
�
安
曇
野
の
展
望
を
楽

し
み
な
が
ら
散
策
し
ま
す
�

■
日
時
　
８
月
30
日
︵
水
︶

　
午
前
９
時
�
午
後
４
時
ご
ろ



　
　
　
　
　
　
　
︵
小
雨
決
行
︶

■
集
合
　
三
郷
公
民
館



　
　
　
　
︵
午
前
９
時
集
合
︶

■
講
師
　
柴
野
武
夫
さ
ん

■
定
員
　
20
人
︵
先
着
順
︶

■
参
加
費
　
１
�
０
０
０
円
︵
昼
食
代
︶

■
持
ち
物

　
水
筒
・
筆
記
用
具
・
雨
具

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
８
月
２
日
︵
水
︶
の
午
前
８
時
30
分
か

ら
申
し
込
み
を
受
け
付
け
ま
す
�
三
郷

公
民
館
︵
Tel
77
・
２
１
０
９
︶
ま
で
電

話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
�



詳
し
い
日
程
な
ど
は
�
参
加
者
に
後

日
お
知
ら
せ
し
ま
す
�

��������

�������� ����

����

　
日
々
の
生
活
を
見
直
し
�

人
権
問
題
を
皆
の
課
題
と
し

て
と
ら
え
�
意
識
の
高
揚
に

向
け
て
共
に
考
え
る
人
権
尊

重
懇
談
会
を
開
催
し
ま
す
�

▽
８
月
５
日
︵
土
︶



午
後
７
時
�



場
所
�
豊
科
公
民
館
殿
村

　
分
館

▽
８
月
18
日
︵
金
︶

　
午
後
７
時
30
分
�

　
場
所
�
豊
科
公
民
館
上
鳥
羽
分
館

▽
８
月
19
日
︵
土
︶



午
後
２
時
�
　



場
所
�
豊
科
公
民
館
飯
田
分
館
　



午
後
７
時
�



場
所
�
豊
科
公
民
館
寺
所
分
館

▽
８
月
23
日
︵
水
︶
午
後
７
時
�

　
場
所
�
豊
科
公
民
館
本
村
分
館

▽
８
月
26
日
︵
土
︶
午
後
７
時
�

　
場
所
�
豊
科
公
民
館
吉
野
分
館
�

　
豊
科
公
民
館
熊
倉
分
館

▽
８
月
28
日
︵
月
︶
午
後
７
時
�

　
場
所
�
豊
科
公
民
館
踏
入
分
館

■
問
い
合
わ
せ
　

　
豊
科
教
育
課
︵
Tel
72
・
２
１
５
８
︶

し
ょ
く
か
た

し
ら
さ
や

つ
か
ま
き

し
ろ
が
ね

のりひろ

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
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第16回信州安曇野薪能

能「井筒（いづつ）」ってどんな話？

安曇野市各図書館

団体貸出サービスのご案内

わだい

図書館

　豊科近代美術館による出前ワークショップが6月10日(土)、

堀金中学校で行われました。この日はアーティストの中西

信洋さんらの指導によるレイヤードローイングの講座が

行われました。この技法は、スライドマウントに貼られた

透明フィルムにインクで絵や模様を描いて何枚も重ねて

見るというもの。生徒たちは興味津々で取り組み、不思議

な立体感のある作品をそれぞれに完成させました。ワーク

ショップは文部科学省の委嘱事業を活用した豊科文化体

験プログラムとして行われ、今年は特別展の出品作家の中

から5人が、豊科、穂高、明科など市内数カ所の小中学校に

赴く予定です。 鮮やかに浮かび上がる作品に興味津々

おはなし
たんぽぽ

おはなし
としょかん

夏の夜の
おはなし会

ポケットの会

おはなしのへや

おはなしの会

25日（金）

19日（土）

4日（金）

12日（土）

9日（水）

23日（水）

2日（水）・16日（水）

9日（水）・23日（水）

16：30～

10：30～（幼児対象）

11：20～（5歳以上対象
大人も楽しめます）

19：00～20：20（小学生から
大人まで楽しめます）

10：00～

11：00～（幼児対象）

15：30～（小学生対象）

16：00～（保育園児対象）

11：00～（幼児対象）

11：00～（幼児対象）

15：30～（小学生対象）

豊科公民館和室

穂高会館講義室

三郷公民館児童室

堀金図書館
児童コーナー

明科図書館
おはなしコーナー

72-2158

84-0111

77-2109

72-5796

62-1122

おはなし会 8月の予定

　子どもに本の世界の楽しさを

伝え、子どもと本を結び付ける

にはよみきかせがもっとも効果

的な方法です。お子さんと一緒

に参加してみませんか。

　交通事故が奪ったものは、左脚の自由

だけではなかった。友だちもいなくなり

独りぼっちになった恵美は、ずっと「ひ

とり」だった病気がちの由香と友だちに

なり、話が展開していく―。「みんな」か

らはじかれた子、こぼれ落ちた子など、

恵美を取り巻く人たちのいろいろな「友

だち関係」が描かれた心にしみる本です。

何やっても思いどおりにいかないとき、「ま

あいいやゆっくり歩いていくかぁ」と思

える本です。　（明科図書館司書 園田）

おすすめの一冊

きみの友だち
重松　清　著

イベント

堀金中で「レイヤードローイング」講座

豊　科

穂　高

三　郷

堀　金

明　科

（幼児・小学生対象）

図書館 催　し 開催日 時　間 場　所 問い合わせ

安曇野豊科近代美術館

　
市
内
の
各
図
書
館
で
は
�
地

域
の
公
民
館
や
学
校
�
保
育
園
�

病
院
�
福
祉
施
設
な
ど
の
団
体

を
対
象
に
し
た
﹁
団
体
貸
出
サ

�
ビ
ス
﹂
を
行
�
て
い
ま
す
�

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
�

■
利
用
で
き
る
団
体
 
構
成
員

　
が
10
人
以
上
で
�
次
に
該
当

　
す
る
団
体
が
利
用
で
き
ま
す
�

▽
地
域
の
公
民
館

▽
市
内
の
学
校
�
幼
稚
園
�
保

　
育
所
�
地
域
児
童
育
成
会
な

　
ど
に
関
連
し
た
団
体

▽
市
内
に
あ
る
文
庫
・
読
書
グ

　
ル
�
プ

▽
病
院
�
福
祉
施
設
等
の
ボ
ラ

　
ン
テ
�
ア
団
体

■
登
録
の
手
続
き
　
団
体
の
代

　
表
者
を
決
め
�
図
書
館
に
あ

　
る
団
体
利
用
申
込
書
に
記
入

　
し
て
く
だ
さ
い
�︵
そ
の
際
�

　
代
表
者
の
免
許
証
�
健
康
保

　
険
証
な
ど
が
必
要
と
な
り
ま

　
す
︶

■
貸
出
点
数


１
０
０
点
以
内

■
貸
出
期
間
　
２
カ
月
以
内


■
問
い
合
わ
せ
　
市
内
各
図
書

　
館

　
豊
科

Tel
72
・
２
１
５
８

　
穂
高

Tel
84
・
０
１
１
１
　

　
三
郷

Tel
77
・
２
１
０
９
　

　
堀
金

Tel
72
・
５
７
９
６
　

　
明
科

Tel
62
・
１
１
２
２

伊勢物語につづられた話は、業平が主人公じゃと

人々はいい、その恋物語と詠まれた数々の歌は、

誰もがよう知っておったのじゃ。じゃが、その旧跡は

朽ち果てて、薄がさみしく囁いておった。

前シテ（里女） 青木道喜

�後シテ（有常ノ娘） 青木道喜

�ワキ（旅僧） 宝生欣哉

�アイ（里人） 茂山正邦

①旅僧が在原寺に立ち寄り、業平と
妻の有常ノ娘を弔っていると

②一人の里女が、古塚に花水を
手向けに来ます。

③尋ねると、女は、業平の寺なので
弔っていると言い、

④昔、有常ノ娘の詠む歌を聞いて
業平が浮気をやめたことや、

⑤幼い頃、井筒のそばで遊んでいた
業平と有常ノ娘とが、

⑥成人して、歌を詠み交わし、
夫婦となったことを語ります。

⑦そして、女は有常ノ娘だと明かし、
姿を消します。

⑧そこで僧は、里人に業平夫婦の
ことを尋ね、

⑨その夜、夢の出会いを期待しながら
寺で眠ります。

⑩やがて、業平の形見の衣装を着た有常
ノ娘が現れ、業平を偲んで舞をまい、

⑪井筒にその姿を映し、業平の
面影を懐かしみます。

⑫しかし、夜明けとなり、僧の夢も
覚めてしまいます。

8月19日(土)
午後5時30分開演
龍門渕公園特設能舞台

一般＝前売り…3,000円、当日…3,500円

■日　時
■会　場
■入場料

■前売券取扱所

■問い合わせ

学生＝大学生1,000円、高校生以下500円（前売、当日共通）

　　　　　　　市内各公民館、スワンガーデン（市民

タイムスインフォメーションセンター、平安堂あづ

み野店）ほか

教育委員会社会教育課文化振興係（Tel62-3001）

※
お車でお越しの際は龍門渕公園運動広場に駐車してください。

なり ひら

すすき ささや

絵と文 渡辺睦子 （『マンガ能百番』平凡社刊より）
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よ
〜
く
考
え
よ
う

導
入
編

禁
煙
の
コ
ツ
4
カ
条

実
践
編

　
喫
煙
者
の
７
割
以
上
が
禁
煙
し
た
い
と

思
い
な
が
ら
タ
バ
コ
を
吸
�
て
い
る
そ
う

で
す
�
禁
煙
で
き
る
か
ど
う
か
は
�
意
思

の
強
い
弱
い
で
決
ま
る
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
�
大
事
な
の
は
次
の
３
つ
を
考
え
て

い
た
だ
く
こ
と
で
す
�
こ
れ
は
心
理
的
な

依
存
を
解
く
た
め
に
必
要
な
こ
と
で
す
�

�
　

○
タ
バ
コ
を
吸
う
こ
と
は
�
あ
な
た
に
と

　
�
て
本
当
に
必
要
な
こ
と
で
す
か
？

�○
タ
バ
コ
を
や
め
た
後
�
味
気
な
い
生
活

　
が
待
�
て
い
る
と
感
じ
る
か
も
知
れ
ま

　
せ
ん
が
�
本
当
に
そ
う
で
し
�
う
か
？

�

○
禁
煙
し
た
時
の
ニ
コ
チ
ン
の
禁
断
症
状

　
は
耐
え
ら
れ
な
い
も
の
だ
と
思
い
ま
す

　
か
？

※
６
月
か
ら
�
禁
煙
補
助
剤
の
ニ
コ
チ
ン
パ
�
チ
︵
ニ
コ
チ

　
ネ
ル
Ｔ
Ｔ
Ｓ
︶
が
保
険
適
用
に
な
り
ま
し
た
�
保
険
適
用

　
に
は
条
件
が
あ
る
た
め
医
療
機
関
の
確
認
が
必
要
で
す
�

徐
々
に
で
は
な
く
、

き
っ
ぱ
り
や
め
る

�タ
バ
コ
を
吸
い
た
い
と
い
う
衝
動

は
１
～
２
分
で
治
ま
る
た
め
、
そ

の
間
気
を
紛
ら
わ
す

�他
人
の
タ
バ
コ
の
ニ
オ
イ
が
臭
く

感
じ
る
よ
う
に
な
れ
ば
成
功

�タ
バ
コ
を
吸
え
る
場
所
へ
な
る
べ
く

行
か
な
い
。
禁
煙
開
始
か
ら
３

カ
月
間
は
、
避
け
ら
れ
る
宴
会

は
避
け
た
方
が
賢
明

福祉マーククイズ
何のマークでしょう？

答えは27ページ下

喫
煙
は

大
学
合
格
率
に
も
関
係
あ
り
?!

6○日

病
 院
 ・
 医
 院

歯
科
医

※休日当番医は変更される場合があります。当日は休日医療情報案内でご確認ください。（ ��0120-890-423）

やざき診療所

62-2360[明科]

ふじもり医院

72-2011［豊科］

池田医院

77-2055[三郷]

小山歯科医院

62-3080［明科］

13○日

平林医院

62-2227[明科]

小林医院

72-2717［豊科］

鶴見医院

72-4500[豊科]

よこさわ歯科医院

82-2121［穂高］

14○月

追分クリニック

82-2129[穂高]

須澤クリニック

82-2993［穂高］

和田医院

72-2047[堀金]

林歯科医院

62-2403［明科］

15○火

穂高病院

82-2474[穂高]

柏原クリニック

82-7222［穂高］

安曇野形成皮ふクリニック

71-2345[豊科]

矢島歯科医院

72-2163［豊科］

16○水

古川医院

82-4385[穂高]

石田医院

72-2766［豊科］

たかはしクリニック

77-7880[三郷]

丸山歯科医院

82-7505［穂高］

20○日 27○日

小田切医院

83-6025[穂高]

高橋医院

82-2561［穂高］

長瀬内科医院

72-7286[豊科]

丸山歯科医院

72-2202［豊科］

清沢医院

82-7600[穂高]

井上医院

72-7270［豊科］

こうの内科循環器科

71-5881[豊科]

ちかぞえ歯科医院

88-7770［豊科］

三郷保健センター（TEL77・9111）   　　  穂高保健センター（TEL81・0711）  　　 豊科保健センター（TEL72・9970）

健
　
康
Ｈｅａｌｔｈ明科保健センター（TEL81・2941）　　    堀金保健センター（TEL73・5770）

磯村毅著「リセット禁煙」（東京六法出版）で紹介されているデータ。著者である磯村医師らは、大手予

備校の寮に住む受験生を対象に喫煙状態を調べました。喫煙者には禁煙を繰り返し勧め、合否が確認で

きた59人についてのデータをまとめました。調査は、タバコを吸わない受験者の方が喫煙者より15ポイ

ント合格率が高いという結果に。皆さんはこの調査数値をどうとらえますか？

や
っ
ぱ
り
タ
バ
コ
は
や
め
ら
れ
る
！

脱
・
根
性
論

DATAで見る

喫�煙

味
気
な
い
生
活
に
な
る
と
す
る
と
�
あ
な
た
が

タ
バ
コ
を
吸
い
始
め
る
前
の
子
ど
も
の
こ
ろ
は
�

も
の
す
ご
く
味
気
な
か
�
た
は
ず
で
す
が
�
そ

う
で
し
た
か
？

も
し
そ
う
だ
と
す
る
と
�

そ
れ
は
な
ぜ
で
す
か
？

︱

周
囲
の
協
力

サ
ポ
ー
ト
編

　
禁
煙
に
は
周
囲
の
理
解
と
協
力
も
大
切

で
す
�
上
手
な
禁
煙
サ
ポ
�
タ
�
に
な
る

に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
で
し
�
う
か
�

○
愛
情
を
持
�
て
﹁
や
め
て
ほ
し
い
﹂
と

　
何
度
で
も
�

○
﹁
や
め
る
つ
も
り
は
な
い
﹂﹁
や
め
ら
れ
な

　
い
﹂
と
言
�
て
も
�
そ
れ
は
ニ
コ
チ
ン
依

　
存
症
の
た
め
に
�
そ
う
信
じ
込
ん
で
い

る
だ
け
�

○
し
か
る
の
で
は
な
く
�
励
ま
し
て
応
援
�

○
禁
煙
中
の
多
少
の
わ
が
ま
ま
は
大
目
に

　
み
て
�

○
少
し
の
努
力
で
も
褒
め
ま
す
�

タ
バ
コ
が
や
め
ら
れ
な
い
の
は
ニ
コ
チ
ン
依
存
症

と
い
う
病
気
の
た
め
で
す
�
タ
バ
コ
は
手
強
い
も

の
で
す
�
な
か
な
か
す
ぐ
に
は
効
き
ま
せ
ん
が
�

何
年
で
も
あ
き
ら
め
ず
に
言
う
こ
と
で
す
�

︱

そ
の
人
の
本
当
の
気
持
ち
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
�

変
え
る
こ
と
は
で
き
ま
す
�
怒
�
た
り
せ
ず
に

気
長
に
対
応
し
ま
し
�
う
�

︱
﹁
な
ん
で
や
め
ら
れ
な
い
の
﹂
﹁
ど
う
せ
や
め
ら

れ
な
い
く
せ
に
﹂
は
禁
句
�
﹁
や
め
て
く
れ
た
ら

何
よ
り
嬉
し
い
！
﹂
﹁
き
�
と
や
め
ら
れ
る
よ
﹂

と
声
を
掛
け
ま
し
�
う
�

︱
１
週
間
く
ら
い
は
イ
ラ
イ
ラ
す
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
が
�
元
に
戻
り
ま
す
�

︱
も
し
禁
煙
が
１
日
で
終
�
て
も
﹁
１
日
禁
煙
で

き
た
！
﹂
と
褒
め
て
く
だ
さ
い
�

︱
禁
断
症
状
は
ニ
コ
チ
ン
が
身
体
か
ら
抜
け
て
い

る
証
拠
で
す
�
禁
断
症
状
は
３
日
で
治
ま
り
ま
す
�

︱

︱
も
し
そ
う
で
な
い
と
す
る
と
�

な
ぜ
吸
�
て
い
る
の
で
す
か
？

︱

実践１実践３ 実践２実践４

データ

●喫煙と禁煙の受験に対する影響●

仲間の戦う姿を

見ることができたのが良かった。

渡邊　時宏 さん（62歳・穂高有明）

わたなべ とき ひろ

 今年２月から禁煙に成功しています。

それまでは、１日３箱を34年間吸い続け

ていました。成功したことに家族も喜ん

でいます。禁煙のきっかけは、市で行わ

れた「禁煙チャレンジ」に参加したこと

です。タバコについて、意見を出し合う

こと、仲間が戦っている姿を見られたこ

とが成功した要因だと思います。これか

らやめようと思っている人は、禁煙サー

クルなどに参加するのがよいと思います。

盆休 盆休 盆休

非喫煙 喫煙 禁煙成功

40.7％

（2004年 磯村ら）

25.9％

36.8％

合格率
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地
域
で
協
力
し
て

ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト
リ
の
防
除

…………………………………………………………………………………………

…………………………………………………………………………………………

…………………………………………………………………………………………

　　　
ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト
リ
の
発
生
が

目
立
�
て
き
ま
し
た
�
こ
れ
か
ら
第

２
期
の
幼
虫
期
と
な
り
�
被
害
が
広

が
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
�



皆
さ
ん
の
自
宅
の
敷
地
や
所
有
地

の
樹
木
に
注
意
し
て
い
た
だ
き
�
自

助
努
力
を
し
な
が
ら
�
地
域
で
協
力

し
合
�
て
効
果
的
な
駆
除
を
お
願
い

し
ま
す
�
網
を
張
�
た
巣
を
つ
ぶ
し

た
り
�
焼
却
す
る
の
が
最
も
効
果
的

な
方
法
で
す
�
数
を
減
ら
す
こ
と
が

大
切
で
す
の
で
�
早
め
の
確
認
と
防

除
を
心
掛
け
て
く
だ
さ
い
�

※
市
で
は
�
動
力
噴
霧
器
の
貸
し
出



　
し
を
し
て
い
ま
す
�
各
総
合
支
所

　
市
民
環
境
課
生
活
環
境
係
へ
お
問

　
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
�

■
問
い
合
わ
せ
　
各
総
合
支
所
市
民





　
環
境
課
生
活
環
境
係


　
結
核
予
防
法
の
改
正
に
伴
い
�
市

で
は
�
検
診
対
象
者
を
65
歳
以
上
と

し
て
�
５
月
か
ら
結
核
検
診
を
各
地

域
の
公
民
館
な
ど
で
実
施
し
て
い
ま
す
�

　
医
療
機
関
な
ど
で
胸
部
レ
ン
ト
ゲ

ン
を
受
け
る
機
会
の
な
い
65
歳
以
上

の
人
は
�
市
の
検
診
を
受
診
し
て
く

だ
さ
い
�
各
地
域
で
行
う
最
終
の
検

診
は
�
次
の
と
お
り
で
す
�

■
問
い
合
わ
せ
　
健
康
福
祉
部
健
康
　

推
進
課
︵
TEL
81
・
０
７
２
６
︶

結
核
検
診︵
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
︶の

受
診
は
お
済
み
で
す
か
？



平
成
18
年
度
国
民
健
康
保
険
税
の

納
付
書
を
６
月
中
旬
に
発
送
し
ま
し
た
�

お
手
元
に
届
き
ま
し
た
納
付
書
を
ご

確
認
く
だ
さ
い
�



国
保
税
に
関
す
る
詳
細
は
�
広
報

あ
づ
み
の
６
月
号
︵
�

16
︶
を
ご
覧

く
だ
さ
い
�

▼
国
保
税
軽
減
制
度
を
ご
存
じ
で
す
か



　
低
所
得
者
の
国
保
税
軽
減
制
度

　
が
あ
り
ま
す
�
次
の
表
に
該
当
す

　
る
世
帯
は
�
国
保
税
の
う
ち
均
等

　
割
と
平
等
割
が
軽
減
さ
れ
ま
す
�

▼
注
意
事
項

・
所
得
の
申
告
を
し
て
い
な
い
世
帯
主



　︵
国
保
加
入
者
で
な
い
世
帯
主
含
む
︶
�

　
加
入
者
は
所
得
の
申
告
が
必
要
で
す
�

・
２
割
軽
減
制
度
の
適
用
を
受
け
る
に



　
は
申
請
が
必
要
で
す
�
︵
７
割
・
５

　
割
軽
減
の
場
合
は
不
要
︶

▼
納
付
回
数
が
変
更
に
な
り
ま
し
た



　
こ
れ
ま
で
は
�
納
付
回
数
が
　

　
回
で
し
た
が
�
今
年
度
か
ら
は
９

　
回
に
な
り
ま
し
た
�

※
事
情
に
よ
り
納
期
限
内
に
保
険
税

　
を
納
め
る
こ
と
が
難
し
い
場
合
は
�

　
で
き
る
だ
け
早
め
に
お
近
く
の
総

　
合
支
所
市
民
係
�
市
民
課
国
保
年

　
金
担
当
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

　
さ
い
�

■
問
い
合
わ
せ
　

・
市
民
課
国
保
年
金
担
当







︵
TEL
82
・
３
１
３
１
︶

・
各
総
合
支
所
内
市
民
環
境
課
市
民
係



豊
科
︵
TEL
72
・
３
１
１
１
︶



穂
高
︵
TEL
82
・
３
１
３
１
︶



三
郷
︵
TEL
77
・
３
１
１
１
︶



堀
金
︵
TEL
72
・
３
１
０
６
︶



明
科
︵
TEL
62
・
３
０
０
１
︶

国
民
健
康
保
険
税
納
付
書
は

お
手
元
に
届
き
ま
し
た
か

夏
の
交
通
安
全
や
ま
び
こ
運
動
を
実
施

お

知

ら

せ

information

��

穂
高
地
域
・
開
発
事
業
の
承
認

　
平
成
18
年
５
月
の
開
発
審
査
分



　︵
承
認
日
　
平
成
18
年
６
月
15
日
︶

■
 ア
ッ
プ
ル
ラ
ン
ド
の
開
発
事
業



・
場
所
　
穂
高
８
０
７
�
１
他
５
筆



・
開
発
面
積
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
・
目
的
　
駐
車
場
︵
駐
車
台
数

53





　
台
︶
の
立
地
﹁
一
時
転
用
﹂

■
Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ
�
の
開
発
事
業



・
場
所
　
穂
高
５
６
１
７
�
１



・
開
発
面
積
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
の
内



・
目
的
　
携
帯
電
話
移
動
通
信
用
無

　
線
基
地
局
の
立
地
︵
穂
高
郵
便
局

　
屋
上
へ
ア
ン
テ
ナ
設
置
︶

■
�
エ
イ
ワ
の
開
発
事
業



・
場
所
　
北
穂
高
２
８
３
３
�
１



・
開
発
面
積
�



・
目
的
　
工
場
﹁
製
品
保
管
倉
庫
﹂

　
の
増
築
︵
建
築
面
積
８
０
７.
0
0
�
︶

■
 セ
ス
・
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
開
発
事
業



・
場
所
　
有
明
９
５
１
８



・
開
発
面
積
�



・
目
的
　
建
売
分
譲
住
宅
３
区
画
の
立
地

■
 Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
の
開
発
事
業



・
場
所
　
牧
２
２
３
０
�
３
１
０



・
開
発
面
積
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　


の
内
�

　
・
目
的
　
携
帯
電
話
移
動
通
信
用
　

　
無
線
基
地
局
の
立
地
︵
泉
郷
ホ
テ
ル

　
ア
ン
ビ
エ
ン
ト
安
曇
野
屋
上
へ
ア
ン

　
テ
ナ
設
置
︶

■
 ア
サ
カ
ワ
工
務
店
の
開
発
事
業



・
場
所
　
柏
原
９
７
４
�
３
他
１
筆



・
開
発
面
積
　
�



・
目
的
　
社
屋
事
務
所
・
駐
車
場
︵
駐

　
車
台
数
20
台
︶
の
立
地



※
開
発
面
積
は
土
地
面
積
で
す
�

　
県
内
一
斉
に
﹃
夏
の
交
通
安
全
や
ま

び
こ
運
動
﹄
が
７
月
25
日
︵
火
︶
か

ら
31
日
︵
月
︶
ま
で
実
施
さ
れ
ま
す
�



夏
の
行
楽
シ
�
ズ
ン
を
迎
え
�
交

通
量
が
増
え
ま
す
�
も
う
一
度
交
通

ル
�
ル
を
再
確
認
し
て
交
通
安
全
を

心
掛
け
ま
し
�
う
�

○
慎
重
で
無
理
の
な
い
安
全
な
運
転

　
を
心
掛
け
ま
し
�
う
�

○
道
路
を
横
断
す
る
と
き
は
�
十
分

　
な
安
全
確
認
を
し
て
渡
り
ま
し
�
う
�

○
気
軽
に
利
用
し
て
い
る
自
転
車
に

　
も
交
通
法
規
が
あ
り
ま
す
�
左
側

　
を
通
行
し
�
一
時
停
止
標
識
の
あ

　
る
と
こ
ろ
で
は
�
必
ず
停
止
を
す

　
る
な
ど
の
ル
�
ル
を
守
り
ま
し
�
う
�

○
夏
は
�
さ
わ
や
か
な
安
曇
野
に
多

　
く
の
観
光
旅
行
者
が
訪
れ
ま
す
�

　
交
通
マ
ナ
�
や
ル
�
ル
を
守
り
�

　
安
全
で
優
し
い
安
曇
野
市
を
Ｐ
Ｒ

　
し
ま
し
�
う
�
　

■
問
い
合
わ
せ
　
豊
科
総
合
支
所
内
　

防
災
交
通
課
︵
TEL
72
・
３
１
１
１
︶

私たちの時間を返して

１


９
０
７.
０
２
�

3

8
8
0.
8
5
�

1
4

6
6
5.
0
9
�

1
3
　1
9
7
.
4
1
� �

4
9
.
5
0
�

9
6
5.
7
8
�

9
6
8.
0
0
�

1.
0
0
�

.

（株）（株）

（株）

（株）

（有）

（有）﹃
信
濃
路
は
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
の
走
る
み
ち
﹄

社会教育指導員　宮島義征

No.

��

��

　勤務時間の関係で、午後三時半には帰途に

つく。ちょうど小学校の子どもたちが帰宅す

る時間帯になる。最近も秋田県で子どもが被

害者になる痛ましい事件が発生したばかりで、

通りすがりに心の中で子どもたちにかける言

葉も「交通事故に気をつけろよ」だけでは足り

ない。


 緑の腕章をつけた方々が子ども達を見守って

いてくださる。「こども安全パトロール中」のス

テッカーをつけた車も巡回している。親が車で

迎えに行くことが多くなったとも聞く。多くの

方々に守られて、屈託ない表情の子ども達の姿

に一瞬心が和む。だがその一方で、心の底にある

やり場のない複雑な思いに気付く。


 子どもの成長過程には、その年代だからこ

そ経験することに意味がある事柄がある。そ

れは、大人が介在しない世界での子ども自身

の生の体験を通してのみ可能となるものが多

い。学校にあっては先生方の、家庭では親や家

族の目配り気配りに守られる中、自然との触

れ合いや、友だちや知らない大人たちとの交

流を通して感受性を磨き、情操を涵養し、人と

の交わり方や、世の中には許されないことが

あることを知ったり、時には親にも言えない

ヒヤッとするような体験から危険回避の知恵

を身に付けたりと、様々な体験ができるのは

下校時刻から帰宅するまでの時間くらいしか

ないではないか。


 子どもたちは今、この貴重な時間を奪われ

てしまった。何よりも命の安全が第一だ。だが、

子どもが子どもだけの世界を持てずに過ぎ去

っていく時間を取り戻すことはできない。

かんよう

……………………………………………………………

……………………………………………………………

……………………………………………………………
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工事名 工事箇所 請負者 請負代金

(市単)特環下水道関連道路占用
路面復旧(富田・嵩下地区)工事

明科中川手県町

明科光

穂高牧

穂高柏原

穂高有明

穂高有明

 岩渕建設（株）

（有）長幅建設

（有）宮島建設工業

（株）松尾

（有）精進建設

（株）大丸組

7,560,000

3,675,000

5,250,000

4,620,000

6,331,500

8,400,000

市道新設改良事業
明科県町線側溝改良工事

公共下水道明科光地区管きょ工事
第40工区

林道北沢線路肩復旧工事

(市単)公共下水道関連道路占用
路面復旧(柏矢町地区)工事
(市単)特環下水道関連道路占用
路面復旧(新屋地区)工事

入札契約結果（平成18年5月分）

均等割・
平等割の
7割を軽減

均等割・
平等割の
5割を軽減

均等割・
平等割の
2割を軽減

軽減額の基準 基準となる所得金額

33万円以下

33万円＋(24万5千円×
世帯主以外の被保険者数)

33万円＋(35万円×
被保険者数)

堀金保健センター

小倉多目的研修センター

三郷保健センター

明科総合福祉センター

豊科保健センター※

青木花見公民館

有明会館（JA有明支所）

西穂高会館（JA西穂高支所）

穂高健康支援センター

検診日 時間 地域 会場

8/1
(火)

8 /2
(水)

  9:00～  9:40

10:10～10:30

11:00～11:45

13:30～14:30

10:30～11:30

13:00～13:30

14:00～14:30

15:00～15:30

16:00～16:30

堀金

三郷
 

明科

豊科

穂高

※受診券裏面が8/2（木）となっているのでご注意ください

（単位：円）



施設名称
豊科中央児童館
豊科ささえあいセンター
豊科身体障害者小規模通所授産施設（分室を含む）
明科身体障害者小規模通所授産施設
穂高わたぼうし共同作業所
三郷障害者等共同作業所
堀金障害者等共同作業所
豊科第１デイサービスセンター
豊科第２デイサービスセンター
三郷デイサービスセンター
堀金デイサービスセンター
明科デイサービスセンター
豊科生きがいデイサービスセンター
三郷生きがいデイサービスセンター
安曇野市三郷屋内ゲートボール場 
安曇野市三郷福祉センター
穂高老人保健センター
豊科身体障害者会館
豊科近代美術館
豊科郷土博物館
田淵行男記念館
飯沼飛行士記念館
三郷産地形成促進施設（楡の郷・三郷サラダ市）
三郷畜産活性化施設（みさとみるく）
堀金物産センター
堀金農産物処理加工施設
明科農産物直売加工施設
明科農産加工施設
三郷堆肥センター
天蚕センター
安曇野の里自然活用村（ビレッジ安曇野ほか）
安曇野市ふれあい体験館（湯多里山の神）
三郷農林漁業体験実習間・三郷室山研修施設（ファインビュー室山）
ほりでーゆ～四季の郷および周辺施設（啼鳥山荘・キャンプ場ほか）
穂高農村景観活用交流施設
三郷小倉多目的研修集会施設
三郷農村環境改善センター
三郷総合営農センター
南小倉林業研修センター
小田多井交流センター
有明会館
西穂高会館
離山会館

施設数
1
1
2
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
８
１
２
７
１
１
１
１
１
1
１
１
１

指定管理者の名称

株式会社ファインビュー室山
株式会社堀金観光開発公社
矢原区

中萱区生産組合
南小倉区
小田多井地区農村管理センター

 
離山会館管理委員会

指定期間

平成18年9月1日
から

平成21年3月31日
まで

社会福祉法人安曇野市社会福祉協議会

地域協働Ｃ・Ｃ 宮城会
安曇野市身体障害者福祉協会

財団法人豊科町文化財団

三郷サラダ市組合

農事組合法人旬の味ほりがね物産センター組合

明科農産物直売加工組合
明科農産加工施設利用組合
株式会社三郷農業振興公社
天蚕振興会

社団法人豊科開発公社

あづみ農業協同組合

あづみ農業協同組合

表1：公募施設

施設名称 施設数 指定管理者の名称 指定期間

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

株式会社レパスト

穂高カントリー株式会社

株式会社イオンテクノサービス

穂高勤労者福祉センター管理委員会

株式会社サニウェイ

安曇野地域住民ネットワーク

穂高歴史研鑽の会

穂高歴史研鑽の会

穂高マレットゴルフ協会

立足マレットゴルフ同好会

三郷マレットゴルフ協会

平成18年9月1日
から

平成21年3月31日
まで

保養センター長峰荘

長峰山森林体験交流センター

穂高ヘルスハウス（温泉健康館）

穂高勤労者福祉センター

穂高陶芸会館

臼井吉見文学館

穂高鐘の鳴る丘集会所

穂高郷土資料館

権現宮マレットゴルフ場

穂高立足マレットゴルフ場

三郷黒沢マレットゴルフ場 平成18年9月1から
平成19年3月31日まで

�� 7月号広報 ��7月号広報

 
市
営
住
宅
・
特
定
公
共
賃
貸

 
住
宅
入
居
者
の
募
集

明
科
・
穂
高
地
域
の
皆
さ
ん
へ

穂
高
さ
わ
や
か
健
康
教
室

心
友
・
傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

養
成
研
修
受
講
者
の
募
集

職
員
人
事
異
動

�

︵
平
成
18
年
７
月
１
日
付
︶

……………………………………………………………………………………………………………

……………………………………………………………………………………………………………

そ

の

他

団

体

Check

……………………………………………………………………………………………………………

公の施設の指定管理者を指定しました
　　

穂
高
保
健
セ
ン
タ
�
で
は
�
楽
し

み
な
が
ら
食
事
や
運
動
な
ど
の
学
習

を
す
る
穂
高
さ
わ
や
か
健
康
教
室
を

開
催
し
ま
す
�
参
加
無
料
で
す
�

■
日
時
　
８
月
３
日
︵
木
︶・
11
日
︵
金
︶



　
　
　
　
　
17
日
︵
木
︶・
30
日
︵
水
︶



　
　
　
９
月
６
日
︵
水
︶・
13
日
︵
水
︶



　
　
　
　

25
日
︵
月
︶
︻
全
７
回
︼



　
午
前
９
時
30
分
�
11
時
30
分

■
内
容
　
体
力
測
定
・
食
事
の
話
・

　
調
理
実
習
・
健
康
体
操
・
心
の
話
な
ど

■
場
所
　
穂
高
保
健
セ
ン
タ
�

■
対
象
　
明
科
・
穂
高
地
域
に
お
住

　
ま
い
で
お
お
む
ね
65
歳
未
満
の
人

※
他
の
地
域
に
お
住
ま
い
の
人
は
�











　
地
域
の
保
健
セ
ン
タ
�
に
お
問















　
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
�

■
定
員
　
30
人
︵
先
着
順
︶

■
申
込
期
限
　
７
月
31
日
︵
月
︶

■
問
い
合
わ
せ
　
穂
高
健
康
支
援
セ
　

ン
タ
�
内
健
康
福
祉
課
健
康
指
導
　

係
︵
TEL
81
・
０
７
１
１
︶

　　　
市
営
住
宅
新
柳
瀬
団
地︵
明
科
中
川
手
︶

お
よ
び
特
定
公
共
賃
貸
住
宅
追
分
団
地

︵
穂
高
北
穂
高
︶
の
入
居
者
を
次
の
と

お
り
募
集
し
ま
す
�

■
募
集
住
宅



新
柳
瀬
団
地︵
１
戸
︶・
間
取
り
２
Ｄ
Ｋ

　
追
分
団
地︵
１
戸
︶・
間
取
り
3
L
Ｄ
Ｋ

■
主
な
入
居
資
格



・
安
曇
野
市
に
住
所
ま
た
は
勤
務
場

　
所
を
有
す
る
人










な
ど

■
入
居
開
始
日
　
９
月
16
日
︵
土
︶

■
申
込
方
法
　
７
月

20

日
︵
木
︶
か

























　
ら
入
居
申
込
書
と
募
集
の
詳
細
を
記

　
し
た
入
居
申
込
案
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��【指定管理者制度とは】

� これまで公共的な団体に限定さ
れていた公の施設の管理運営を民
間事業者も含めた幅広い団体に
行わせることを可能とした制度です。


 市は、市議会６月定例会の議決を経て、平成18年 9月 1日から安曇野市の

公の施設の管理運営を代行する指定管理者を指定しました。


 今回指定した施設は、公募に対して応募のあった11施設（表1）と非公募

58施設（表２）です。応募団体の審査は、民間識見者5人と行政関係者5人で

構成する「安曇野市公の施設指定管理者選定委員会」で行いました。申請団体

から各施設における市民サービスの維持・向上および管理経費節減、施設の設

置目的に対する認識などについて提案説明を受け、総合的に審査し、その結果

を意見書として市に提出しました。市は、この意見書を尊重し、選定委員会が

適切と判断した団体について指定の議案を提出し、議決を受けました。今後は、

指定管理者制度への移行が円滑に行われるように指定管理者と協議し、他の直営施設についても条件が整い次第、同

制度の導入を進めていきます。　　　　　　　　　　　　　　■問い合わせ　総務部行政改革推進室（TEL71・2000）

表2：非公募施設



★豊科中央児童館
TEL.72-0122

■休館日／日曜・祝日

　 こども夏祭り　  　 ３日（木） 10:00～12:00

　 一輪車クラブ     ５日（土） 16:00～16:30

　 絵心教室 (講師:近藤佐智子先生)    ８日（火） 15:00～16:00

　 パソコンの日 　　   12・26日（土） 10:00～12:00

　 卓球の日 (指導:西村佐保子先生)    12日（土） 14:00～15:00

　 チャレンジクラブ （しゃぼん玉作り）     19日（土） 14:00～15:00

　 オセロ大会      26日（土） 14:00～15:00

　  キッズリューズ広場お下がり交換会     29日（火） 11:00～11:30

お盆期間に伴い

８月14日(月)～16日(水)まで
市内すべての児童館がお休みします。

通常の休館日と合わせて

お盆期間中は市内すべての児童館が

休館になりますのでご了承ください。

 絵本・紙しばい　 21・28日（月）  11:00～11:30

 リズム遊び  25日（金）  11:00～11:30

…乳幼児対象の催し物です。  小麦粉粘土あそび 24日（木）  ２～３歳児

 　     〃　　 25日（金）  ０～１歳児

いっしょにあそぼう

 真々部地区  12日（土）  10:30～15:00

移動児童館

　 とんとんらんど 虫作り  ３日（木） 10:30～

　 子育て雑談会(山下勝工先生) 22日（火） 11:00～12:00

ひまわりっ子クラブ

★高家児童館 TEL.72-5685
■休館日／日曜・祝日

　　水鉄砲を作ろう! 　　 　18日（金）　　　10:30～11:30

★穂高北部児童館 TEL.83-5494
■休館日／土曜・日曜・祝日

★明科児童館
TEL.62-2482

■休館日／日曜・祝日

10:00～12:00

★南穂高児童館「にこにこランド」 TEL.71-5150
■休館日／日曜・祝日

　 お泊り会 　　４日(金)16:00～５日（土）10:00ころまで

　 とんとんらんど カブト虫作り 22日（火） 10:30～11:30

　 ママキッズビクス  24日（木） 10:30～11:15

児童館の予定

★穂高中央児童館
TEL.82-2940

■休館日／日曜・祝日

　 デイサービスとのふれあい週間⑥　１日（火） 14:00～14:45

　 夏休みチャレンジ！二重風車作り  ４日（金） 10:00～12:00

   わたぼうし共同作業所との交流会　８日（火） 10:00～12:00

   読み聞かせ   毎週水曜日 11:00～11:20

20ページ
福祉マーククイズ ：答え：　オストメイトマーク

人工肛門・人工ぼうこうを使用している人

（オストメイト）のための設備があること

を表します。オストメイト対応トイレの入

口・案内誘導プレートに表示されています。

このコーナーに登場していただける、３歳までのお子さんを募集して

います。【問い合わせ】まちづくり推進課広報広聴係　Tel.71-2000

Ｅメール info@city.azumino.nagano.jp

物語

　夫婦で字画などを調べ、

自分の意志をしっかり持

った子に育ってほしいと

いう願いを込めて名付け

ました。最近は、お絵か

きでアンパンマンを描く

ことがお気に入りです。

（ママ・静香さん） 健康に関する

相談・体操

13日（日） 　 13:00～16:00
    穂高地域福祉センター(Tel82-2940)

育児相談・サロン　２日(水)
　10:00～12:00
　　南穂高児童館(Tel71-5150)

21日（月）　　９:30～11:00
　　堀金保健センター(Tel73-5770)

９日（水）・23日（水）　　９:30～11:00
　　豊科保健センター(Tel72-9970)

24日（木）　　９:30～11:00
　　穂高保健センター(Tel81-0711)

22日（火）　　９:30～11:00
　　三郷保健センター(Tel77-9111)

４日（金）　　９:30～11:00
　　明科総合福祉センター(Tel81-2941)

20日（日）　  13:00～16:00
    三郷福祉センター(Tel77-8080)

10日（木）  　13:30～15:30
　　三郷総合支所健康福祉課(Tel77-3111)

24日（木）　  13:30～15:30
　　三郷福祉センター(Tel77-8080)　　

23日（水）・30日（水）
　15:00～17:00  　穂高勤労者福祉センター

１日（火）・８日（火）・22日（火）・29日（火）
　９:00～12:00　　三郷公民館(Tel77-2109)

14日（月）・ 28日（月）  　13:00～16:00
　堀金老人福祉センター(Tel73-5288)

10日（木）・ 24日（木）  　13:00～16:00
　三郷福祉センター(Tel77-8080)

８日(火)・ 22日(火)  　13:00～16:00
　穂高地域福祉センター(Tel82-2940)

11日(金)・ 25日（金）  　13:00～16:00
　明科総合福祉センター(Tel62-2429)

９日(水)・ 23日（水）  　13:00～16:00　
　豊科ささえあいセンター「にじ」 (Tel72-3013)

21日（月） 　 ９:30～11:30
　　三郷保健センター(Tel77-9111)　

28日（月） 　 ９:30～11:30
　　穂高保健センター(Tel81-0711)　

10日（木） 　 ９:30～11:30
　　堀金保健センター(Tel73-5770)　

※管理栄養士による相談です。　

平日　　８:30～17:00　
　　健康福祉部児童保育児童係(Tel81-0727)
※事前にお電話の上、お出かけください。

９日（水）・23日（水） 　 ９:30～16:00
　豊科公民館   松本社会保険事務所(Tel32-5821)

８日（火）・22日（火）　

　14:00～16:00 　 豊科公民館(Tel72-2158)
※グループ学習・親の会

上記の教育相談の問い合わせ・予約先

  教育委員会学校教育課（Tel62-3177）

１日（火）・８日（火）・22日（火）・29日（火）

　９:00～15:00    豊科公民館(Tel72-2158)
※幼児期の子育て（個別相談）

※非行・中退・不登校等の子ども（個別相談）  

５日（土）･12日（土）･19日（土）･26日（土）

　９:00～15:00    豊科公民館(Tel72-2158)
※非行・中退・不登校等の子ども（個別相談） 

子育て相談(助産師)　28日（月）
　９:30～11:30
　　穂高西部児童館(Tel82-2527) 人権相談所

４日(金)・18日(金)　　９:30～11:30
９日（水）・23日（水）　　13:30～15:30
　三郷保健センター・三郷公民館
　三郷保健センター(Tel77-9111)
※保健師と運動実践指導者による健康体操相談

健康に関する相談は、各保健センターでも随時受け
付けています。

母
乳
・
育
児
相
談

そ
の
他

毎週月･水･木曜日（祝日を除く）　　10:00～16:00
  明科総合支所(Tel62-3177)

※保健師・助産師・管理栄養士が応じます。

※母乳相談は　　　 

南穂高児童館は、育児相談のみです。（相談者は山下勝
工(まさのり)先生)事前に連絡をいただければ、上記
以外の日も相談できます。

★

★

★

★

★

23日(水)  　10:00～15:00　
　穂高会館  　法務局松本支局（Tel32-2571)

※  印は行政相談を同時開催

　心配ごと相談･･･上記へ

　行政相談･･･総務部総務課(Tel71-2000)

★

…場所 …問い合わせ …時間

各種相談

栄養相談

子ども
母子家庭
女性の相談

子育てに
関する
相談

結婚相談

年金相談

介護相談

教育相談

心配ごと相談
(行政相談)

【通常の休館日】

日曜日および祝日（穂高北部のみ土曜日もお休み）



広報 あづみの
発  行  日　平成18年7月20日
編集・発行　長野県安曇野市役所企画財政部
　　　　　　まちづくり推進課広報広聴係
URL　http : //www.city.azumino.nagano.jp
印　　 刷　アサカワ印刷（株）

〒399-8205 長野県安曇野市豊科4340番地       TEL 0263-72-3111     FAX 0263-72-8340
〒399-8303 長野県安曇野市穂高6658番地       TEL 0263-82-3131     FAX 0263-82-6622
〒399-8101 長野県安曇野市三郷明盛4810番地1   TEL 0263-77-3111     FAX 0263-77-6060
〒399-8211 長野県安曇野市堀金烏川2750番地1   TEL 0263-72-3106     FAX 0263-72-4900

穂高総合支所
三郷総合支所
堀金総合支所
明科総合支所 〒399-7102 長野県安曇野市明科中川手6824番地1  TEL 0263-62-3001     FAX 0263-62-4747

〒399-8205 長野県安曇野市豊科4932番地46     TEL 0263-71-2000     FAX 0263-71-5000本   庁   舎
豊科総合支所

編
集
後
記

◆
梅
雨
な
の
で
仕
方
な
い
の
で
す
が
、毎

日
い
ま
い
ち
の
お
天
気
。
た
だ
植
物
は
う

れ
し
い
よ
う
で
、花
か
ら
作
物
、雑
草
ま
で

大
き
く
な
る
こ
と
の
早
い
こ
と
。
毎
年
の

事
な
が
ら
こ
の
時
期
、わ
が
家
を
悩
ま
せ

る
も
の
、そ
れ
は
台
所
に
陣
取
る
大
量
の

ナ
ス
に
バ
ナ
ナ
の
よ
う
な
き
ゅ
う
り
、ス
イ

カ
の
よ
う
な
キ
ャ
ベ
ツ
・・・
で
す
。
　
　
Ｍ

◆
私
た
ち
の
事
務
所
は
県
庁
舎
の
４
階
に

あ
り
、窓
を
開
け
る
と
気
温
30
度
で
も
さ

わ
や
か
な
風
が
入
っ
て
き
ま
す
。
目
を
つ

む
る
と
、ま
る
で
高
原
の
よ
う
で
す
。
難
を

言
え
ば
、そ
の
風
が
女
子
ト
イ
レ
の
窓
か

ら
入
っ
て
く
る
、と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｓ

◆
夏
が
来
る
と
な
ぜ
か
郷
愁
感
を
覚
え

ま
す
。
じ
い
さ
ん
と
ヒ
グ
ラ
シ
が
鳴
く
の

を
聞
き
な
が
ら
夕
涼
み
を
し
た
こ
と
。
親

戚
み
ん
な
で
お
化
け
大
会
を
し
た
こ
と
。

時
の
流
れ
に
終
わ
り
が
あ
っ
た
こ
と
を
気

付
か
せ
て
く
れ
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
T

◆
梅
雨
が
明
け
る
と
夏
本
番
で
す
ね
。
市

内
で
も
夏
祭
り
や
夜
空
を
彩
る
花
火
大

会
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
行
事
が
行
わ
れ
ま
す
。

各
地
域
の
こ
と
を
知
る
よ
い
機
会
で
す
。

気
軽
に
出
掛
け
て
み
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｋ

古紙配合率100％
再生紙を使用しています。

安曇野

彩
紀
行

彩
紀
行其

の
十

今月の色

赤茶色
Akacha‐iro

子どもが描くカブトムシ
は、黒いことが多いが、実
際には光によって、赤茶
色に見えたり、黒に見え
たりする。

2006. 7. 1現在　（  ）内は対前月比

人口

男

女

世帯

99,081人（-64）

48,000人（  -8）

51,081人（-56）

35,461世帯（-42）

虫の王者
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前
に
ゲ
ー
ム
の
モ
デ
ル
と
な
り
、

人
気
再
燃
中
の
カ
ブ
ト
ム
シ
。お
店
で
売

ら
れ
て
い
る
の
を
以
前
よ
り
多
く
見
掛

け
ま
す
。最
近
で
は
外
国
産
の
虫
も
売

ら
れ
て
い
ま
す
が
、自
然
の
中
で
見
付
け

た
り
、捕
っ
た
り
し
た
体
験
は
忘
れ
ら
れ

な
い
夏
の
思
い
出
と
な
り
ま
す
。安
曇

野
は
多
く
の
ク
ヌ
ギ
や
ナ
ラ
の
木
が
自

生
し
て
い
ま
す
。あ
の
ワ
ク
ワ
ク
す
る
気

持
ち
。多
く
の
子
ど
も
た
ち
に
体
験
さ

せ
て
あ
げ
た
い
も
の
で
す
。

― 夏休みの思い出 ―

印刷経費1部　25円


